
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 7年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動量左 _」墜i旦上型連全金

1 事業の成果

2025年月に::ょ、 「Inspire, InnOvote, 〔::lpOwer, T『 OnsfOrm: TOgether We Shope o Sustainable Future

(共に持続可能な未来を創ろう!:奮起、刷新、エンパワー、変革)」 というBPW In†ernationolの 2024

～2027年のテーマに沿って、国内の活動について、統一テーマ「S“s達成の要ゴール5ジェンダー平等

実現へ加速 !」 を掲ιス 男女格差解消に向けて様々な活動を展開してきた。イコール・ベイ・デイ (EPD)、

グローバル・ジェンダー・ギャップ・インデックス (GGGI)と もに低迷が続く中、8PWア ジア・太平洋地

域会議や年次大会、プロック研究会、各クラブ例会、ヤング委員会主催のイベント等にてジェンダー平等

実現への志を広く共有し、その取り組みの■晏性を再確滉した。

( l 特定非 活動に係る事業 (事業員の綸費用 【7,646】 千円)

従事者
人数

受益
対魚者
籠田

受益
対象者
人数

事業員
(千円)

日時 場所麒画秘
事業内容

40名程

度

会員・

一般市

民

不特定

多数

4月 η日

他

東京他

全国各

地

Zoom

イコール・ベイ・デイキャンペ…ン実施

男女の賃金格差を『見える化」する運動.男性の :

年分の賃金と同額を女性が手にするには、余計に働

かなくてはならない。:年を超えて同額になる日を

イコール・ベイ・デイ (EPD)と して、HP掲出。WEB

アピール活動、EPDオ リジナル付箋配布による啓発

や、各地の自治体や関係都暑、経済団体等への要望

書提出等。

北海道新聞からの取材、掲載 (2025年 12月 20日 )

15名

会員・

一般市

民

省庁関

係者

54名

数名

289

9月 2'日

他

:0月 17日

23日

渋谷区

及び

2oom

千代日

区

イコール・ベイ・デイ全国会議

後援 :内閣府男女共同参面局・厚生労働省

政策説明 :

 
基調講演 :「男女賃 の 正のためのアクショ

ンを」講師 :  
EPDア ピール(2025)の採択 :

アピールは HPに掲出し、後日厚生労働省、内閣府

男女共同参画局、他関係各所に提出。

の構演の動画をYouTube配信

着千名
会員 。

一般市民
162名 279月 6日

札幌市

及び

2oom

（
―
）
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女
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回
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催
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版
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す
る
事
業

ヤング・プレゼンテーション

ジエングー平等の実現におけた活動を行っている

着い世代が、年次大会において、自らの活動やアイ

デイア・提古についてプレゼンテーション形式で発

信を行い、活動に関だを持つ多世代の市民や 8PW会

員とつながる機会を提供.

第2回
が『性教育 。ジェンダー・多様性・育児などを軸

に、対話と安鵡を育む場づくり『いろいろにじいろ

屋」のアクション」について発表.



口R
記載
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対摯者
籠田

受益
対象者
人数

事業員
(千円)

豪彰・顕彰事業

平松昌子賞

ジェングー平等の実現を目指し長年尽力してきた

功績を讚え、彼女の業績が

大きな灯火となって、ジエンダー平等実現に進む

道を照らし続けることを願い、2022年度に「平松

昌子」賞を新設。授賞の対象者は女性の地位向上と

ジエンダー平等の実現に向け貢献してきた人。第

3回受賞者は

.札幌大会にて発

表、受賞メッセージ動口紹介。

8PWパートナーシップ・エパリュエーション賞

行政と陥0の協力関係を強化するため、行政の女
性政策を評価し豪彰。2025年該当なし。

9月 6日 オンラ

イン

・メー

ル

5人 一般市民 :人

15

GGCI の広報啓発事業
速報作成・HP掲出。データ等は全目各クラブ・会

員が活用.HP掲出のGGGIグラフが、企業グループ

書籍のダイパーシテイに関する記事に引用された。

6月 :6日 国内外 着千名
会員・

一般市民

不特定

多数
5

SDGsの広報啓発事業
オリジナルSDCsパッジによる普及活動

通年 全国 2名
会員・

一般市民

不特定

多数
6

i::i:i戸

i:iF‐
i;IF;ilテ

~:iiア

::::::,iliFililiI「

~~~

[声明]“選択的夫婦別姓 (氏 )制度の早期の実現

を !"を HPに掲出

7月 :7日 WEB 2名
会員・

一般市民

不特定

多数
2

WEPs(女性のエンパワメント原則)の広報啓発事業

「WEPs日 本連絡会」の構成団体として広報。啓発活

動を推進のための情報交換.

通年
オンラ

イン
2名

内閣府男女共同幕面推夏理残会議への積極的

参加、チーム活動
会議への出席、情報発信 HPでの広報。

通年
千代田

区
着千名

不特定

多数

男女共同参画に関する事業全般の管理業務 通年 渋谷区 :5名 487
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全国大会 (札幌)
・基調餞演

『町から世界を変える一北海道初のダイパーシ

ティ革命一」

 講演.
・対談 ―ダイパーシティ革命―

のコーデイネートによ

り男女共同事画の現状や取組みについて対餃。

・地方の取組みを紹介

北海道苫小牧市 及び福岡県北九州

がジェンダー施策や今後の計画に

ついて共有
・分科会 (ワークショッカ 開催

政治、経済、教育 。人権、健康の4分科会に分か

れて討綸。(政治はZoomと のハイプリッド)
。札幌童古採択

宣きは :0/:7に内閣府男女共同事面局及び文椰科

学省綸合教育政策局、:0/23に 厚生労働省層用環

境均等局を飾間のうえ提出し協力を要請.

9月 6日

:0月 :7日

・23日

札幌市

及び

Zoom

千代田

区

着千名

会員・

一般市

民

省庁関

係者

:62名

数名

794

~~~¬
|



周欧
記載
●業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業員
(千円)

プロツク研究会開催
東西の2プロックで年間活動テーマに合致した研
究会を開催.

リーフレットを配布しPR.

9月 6日

:0月 19日

札幌市

+Zoom

比九州市

+Zoom

若千名

着千名

会員・

一 般 市

民

162名

:0:名

235

各地域での一般参加の講演会 。ワークショップ
の企画開催

随時 全目
会員・

一般市民 多数

不特定

会報発行

活動の報告と、一般市民への広報・啓発ツールとし

て活用。

5月 あ 日 国内外 :5名

会員・

関係者

他

約 300名 532

ホームページ運営
当会の目的に費同者を得て、活動を活性化するため

に、組織内外への広報 。啓発としてホームページを

運営、3月 リニューアルオープン。

通年 目内外 7名
会員・

一般市民

不特定

多数
|,674

ニュースレター発行
8月 23日

:月 3:日
全目 5名

会員 。

一般市民

不特定
多数

37

BPW滉知度アップ、連帯活動のためのツール頒
布、広告掲載
リーフレット、B田 グッズ (ポストカード等)、 関連

書籍等頒布。
SNS(Focebook、 Insto9rm)等 を通した普及啓発.

通年 国内外 5名
会員・

一般市民

不特定

多数
5

女性の能力発揮のための支援呼びかけ。支援メ

ッセージ拡散
通年 目内外 着千名

会員 。

一般市民
不特定
多数

職業能力開発・広報に関する事業全般の管理業

務
通年 渋谷区 :5名 421
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国際 BPW加盟・連携 通年 全会員 2:9名 981

国連 CSWイ ンターン派遣事業

国連女性の地位委員会 (CSW)に インターンとして

ジエンダーの間層に取り組む意欲のあるヤング世

代女性を募集し、多加指導。

第 70回 CSW参加及び協カ
サイドイベント(日 本政府とNGOの共催)への参加

国連日本政府代表都プリーフイング参加・意見交換

引率 :

:0月～

3月 9日

～19日

3月 :2日

3月 12日

3月 :7日

ニュー

ヨーク

及び

オ ン ラ

イン

‖ 名

f,urt
EfrI
-fia\

*

会長・

一般市

民

2名

不特定

多数 635

第 69回 CSWイ ンターンによる報告会開催
インターン活動報告会「はじめのC鮒/国連で見た
`世界のフェミニズム"」 を企画実施.

8月 16日
オンラ

イン
9名

会員 。

一般市

民

37名

渋谷区ふるさと納税を活用した協定 ‖PO法人
支援事業に参加

指定業者としてB‖ の CS‖ インターン派遣事業を紹

介し寄附を募った。

:0月 19

日～12月

31日

全ロ 2名

会員・

一般市

民

不特定

多数

「平松昌子メモリアル基金」

フイッシュ財団より、m22年度から3年間「平松昌
子メモリアル基金」を使途特定書附として受け、

2025年度は残金をインターン派遣事業のイベント

開催補助等に充当。

通年

ニュー

ヨーク

及びオ

ンライ

ン

:5名

会員・

一般市

民

着千名 330



受益
対彙者
人数

事業員
(千円)事業内容 日時 場所

従事者
人数

受益
対彙者
籠田

自欧

記載

事業潟

15名
会員。一

般市民

不特定

多数

国連経済社会理事会 (ECOSOC)特殊協議資格
英語版HPの員新.目■本部入館証の登録 。発行。

通年
オンラ

イン

各国の

会員多

数

562

8月 24～

%日
3月 6,7
日

譴時

マレー

シア

オンラ

イン

ニ ュ ー

ヨーク

メール

着千名

6名

3名

各国の

会員

IF8PW活動
アジア・太平洋地域会議参加

リーダーズサミット参加

タスクフォースW委員長 務めた

魚アジアサプリージョナルコーディネーター

務めた

IFB‖ アンケートに協力し、会員への回答呼びかけ

日本語対応に向け、

IF8PWに協カ

その他報告
。年度初め APR伊 と彙アジア SRC曖 への活動報告
。四半期毎 APに と彙アジア SК への活動報告
。アジア。太平洋地域会議での各日活動報告

・IFBPW会計担当への会員数報告
。絆К法務担当への定軟報告
*I APRC: Aslc‐ Pccific Regionol Coordinotor
ホ2 SRC: Sub Regionol Coordinctor

4

4
東京

北 会

台

員

ドバイ

関係者

着千名

7
２
９9月 ::日

2月 7日

渋谷区

オンラ

イン

国際交流
・UAEド バイ統合経済特区 (DE2)の一組織として、
女性リーダーシップ及びジェングー平等の推進

に取り組む『DIEZ女性活躍晏員会」の女性活用推

進取組視察の受け入れ
。東京クラプが 12/7に 台北メトロポリタンクラブ :

Twinningに 向けた Zoomミ ーテイングを実施

全国の

関係団
体所属

者 。一

般市民
等

不特定

多数
50通年

主に東

京
オンラ

イン

:0名

他団体連携

国際婦人年連絡会や日連Ⅲ∞国内女性委員会、クオ

ータ制を推進する会等に所属し役員として活動。ま

た男女共同事口推進連続会議に議員として各画。日

内外の男女共同事口社会形成・推進という目的を共

有する団体と連携してイベントの実施や晏望書提

出、署名活動の協力等を行う。

団体関
係者・

会員等

不特定
多数

遍眸 全国
約 30

名

地域団体連携

各地域で活動する他団体との連携や交流.連合会と

して開催する事業を各都市で開催する際に、地域の

女性団体などとも協力して事業を実施.

487通年 渋谷区 :5名国際。他団体連携に関する事業全般の管理業務

通年

（
４
）
女
性
支

援
事
業
粒

女性活躍支援のための募金及び非営利団
体の女性支援活動に対する寄附事業

Internot i ono I rot on iness ond P ono

※2 女性活用支援のための募金及び非営利団体の女性支援活動に対する寄附事業



(2)その他の事業 (事業員の総費用 【‖4】 千円)
届欧
記載
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対魚者
人数

事業員
(千円)

:

教
育

研
修
事
業

ダイパーシティ・エデュケーター養成講座事業 |

。ハラスメント対応講座 (基礎)       |
。ハラスメント対応講座 (応用)       |
・Alにおけるパイアス～ジェンダーを含むダイ |

バーシティに対する影響を中心に      |
。DX、 Al時代の今、候補者の本質をどのように見 |

抜いて選ぶか (主権者リテラシーを高めよう)|
。今さら聞けない Excel(入円):グラフの国った|

。相談・コンフリクト・リスクマネージメントス|

キル #:「事例から学ぶリスクマネージメント」|
。デートⅣ～デジタル性暴力の現状と対策   |
・魅力的なプレゼンスキル 柁「響きのある発声

と明瞭な発音」
。SD16s eeyond 2030
。男女の賃金格差解消は経済 。社会の問題解決の

カギ !
・複合的災書に備えよう
。女性団体が行う効果的なアドポカシー

。日本社会にあるジェンダーと多様性の問題～ハ

ラスメント構造を乗り越え働く女性へ～

DEカ フェ (有資格者の会)実施

6月 29日

7月 27日

6月 |:日

6月 2:日

8月 2:日

:0月 5日

:0月 8日

:0月 26日

!0月 28日

|1月 9日

l:月 !5日

12月 5日

:月 28日

1月 :0日

Zoom 6名

会員・

一般市

民

廷ベ

77名
|14

ダイパーシティ・エデュケーター資格協定事業

申請審査・認定業務
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書式第15号 (法第28条関係)

令和 7年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本BPW連合会

科 目 金 霞 ′」ヽ舌l・ 1卦:計

A】 貴 重 の部

ア′0311′ 2o9
7.200′425

Ａ
Ｕ

1169′216
7′ 200′425

7′ 032′396

フ′032′ 396

0

0

572′000

Z〔暉 週%_

572′000

71604」亜過

【A】資 産 合 計 ①+② 14′ 804′821

【B-11負 償 の

1負 債 合 計 0+O

0

0

0

0

0 0

0

0

ハ
Ｕ

Ａ
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ハ
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【B-2】 正 味 財 の

■ 味 財 産 合 計

17′830′506
‐
3′ 025′685

14′804′821

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 14′804′821

囲目□目

未収金

四匿EE□
(:1)

2)

3

囲目

未払金

回 □

前受金

□E憂
=□



書式第 16号 (法第28

令和 7年度 計算書類の注配 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人

1.■要な会計方針
計i暉書類の作成は、NR〕法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日最終改正 NЮ法人会計基準協議会)によつています。

棚卸資産の評価基準1劇原価基準により、評価方法は総平均法によつています.

消費税等の会計基準は、税込方式によつています。

2

日本 BPW連合会

※事業名称

1)男女共同参回社会の形成の促選を図るための広報誌の作成。発行、講濱活動、セミナーの開催、書籍の出版に関する事業

2)●業能力の開発又国■用機会嚇 を支援するための人材教育事業、セミナーの開催、広報活動に関す硼

3)The ln“ matiOna:R」 eratiOn Or BuSineS and PrOた SiOrul WOmen(lFBPW)に 加盟し、目的を同じくする他の国内外の組劇との

連携を図る′出つ事業

4)女性活■支援のため劇鳳金及び非営利団体の女性支援活動に対する寄附事業

3.使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。

当法人の正味財産は14`駅)4′951円です。使途が制約された寄附金の残金1調薦)ません。

したがつて使途が制約されていない正味財産は14′ 804′951円です。

(単位 :円 )

合計4
事業部門計

修事業報 連携

管理部門科目

1′ 844′ 500ｎ
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■
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Ｕ
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Ｕ
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● 3′ 764′648
693′044 8′453′ 105113.1引07 7′ 760′061ｎ

）3′050,355331.251 3′7642648

2′ 194′ 691 ▲ 3′025′ 685▲ 5′ 220′ 376401,043▲ 1′ 987′812▲ (И,8′841 ▲ 2′ 984′ 7≦l豊

I 経常収益
1・ 受取会費
2.贅助会■

3.使途特定書附

4.その他の寄附

5,受取助成金等

6.事業収益

7.その他収入

家賃。共益費

運営補助金

会場貸僣料

教材開発費

旅費・交通費

印刷制作費等

通信遍搬費等

消耗品費等

活動支援金

支払手数料等

”
＝
一
　
”
　
　
　
　
　
　
□

話会費等

会議員

広報員

諧鮒金等

備考当期減少額期首残高 当期増加額内吾
＾
Ｕ R4～R6年まで3期寄附。残金今期補助に充当329′ 548329′ 548 Ａ

Ｕ平松目子メモリ刀レ奉金

(単位

1)男女共同鬱

画

¬



4.役員及びそα近親者との取引の内容

5。 そαに特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするた以こ必要な事項

・事業員と管理■の陵分方法

各事業の経費及び事業員を管理費に共通する経費の内、家賃・共益■については、女性活躍支援を除く非営利 3事業と均等に案分しています。

内役員との取引 内近親者との取引科目 計暉薔に計上された金額

1′666693 ｎ
〉2′ 107′ 475

90′000 Ａ
Ｕ452′000

1′650,0001′ 650′ 000 ｎ
〉

＾
Ｕ67′800 60′450

(活動計暉薔)

その他の寄付

教育・研修事業収益

教材開発■

業務委託ロ

|



薔式第 17号 (法第 28条関係 ) 事 業 報 告 用

令和6年度 財産目録
日本 BPW連合会

科 L_ 金  額 」ヽ 計 合  計

A の 部

1流動資産

現金預金

UFJ
ゆうちJ澱行

未収金

棚卸資産

2

1

2

3

三菱UFJ

2′400
7′031′ 209

7′ 200′425

5′671′ 031

800′ 917
556′861

ハ
Ｕ

＾
Ｕ

169′216
169′216

7′ 200′425

0

0

572′ 000
7′ 604′396

,7_2_ρQQ
フ.032,396

フ′032′ 396
7.604.396

【A】資 産 合 計 ①+② 14′804′ 821

1

2

0

0

0

ｎ
〉

【B-1】負 債 合 計 ③+O
ｎ

〉

【B-2】正: 味 財 産 合 計 【A】 ―【B01】 14′804.821

|二 」



書式第 18号 (法第 28条関係)
事 業 報 告 用

令和 7年度年間役員名簿 J:諄勝虐彗F出高離Iξ鮒惑鶴潔鶏鐵躍器
融

特定非営利活動法人 日本BPw連 合会

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

日以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。(法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに

O

(フ リガナ) 前事業年度内

の就任期間
報酬を受けた期間
(腋当者のみに記入)氏   名

1

⌒

健
=ノ

監事 ナトリハニワ

名取 はにわ   

R7年4月 !日 ～

R7年 5月 25日
年 月 日

～年 月 日

2
′
~ヽ

Q=ノ監事
ヌノシハ・ ヤスエ

布柴 靖枝  
R7年4月 1日 ～

R8年 3月 31日
年 月 日

～年 月 日

●
０

⌒

健里り監事
タシロ サナエ

田代 早苗

R7年4月 1日 ～

R7年 5月 25日
年 月 日

～年 月 日

4
⌒

健
=り

監事 カンサ
°
キ  サトコ

神崎 智子
R7年4月 1日 ～

R81年,3月 31日

年 月

月

日

日～年

5

⌒

健壼り監事
クロサキノプコ

黒崎 伸子
R7年4月 1日 ～
R8年 3月 31日

年 月 日

～年 月 日

6
ノ
~ヽ

健|=ノ監事
フシ
・タ ヒロミ

藤田 ひろみ
R7年 5月 25日 ～

R8年 3月 31日
年 月 日

～年 月 日

7
〇
監事

フシ・タ ノリコ

藤田 典子  

R7年4月 1日 ～

R81年 3月 31日

年

～年

月  日
月  日

一
〇

⌒

Q=ノ監事
サトウ ミチコ

佐藤 道子
R7年4月 1日 ～

郎年3月 31日
年

～年

月

月

日

日

9
⌒

QI=り
監事 サイトウ キョウコ

齋藤 京子
R7年 4月 l日 ～
R7年 5月 25日

年 月 日

～年 月 日

10
ノ
~ヽ

健
=ノ

監事 ナカノ ヒロエ

中野 洋忠

R7年4月 1日 ～
R8」年・3月 31日

年 月 日

～年 月 日

11

⌒

Q:り監事林 智意
ハヤシ トモエ R7年4月 1日 ～

R8年 3月 31日
年 月 日
～年 月 日

12 〇
監事

オカサ
°
キ  マ

岡崎 真紀
R7年4月 1日 ～

R7年 5月 25日
年

～年

月  日
月  日

13
⌒

疑|=ノ監事
オハラ チツ
゛

小原 智津
R7年 4月 1日 ～
R7年 5月 25日

年

～年

月

月

日

日



書式第 18号 (法第28条関係)
事 業 報 告 用

14
/~ヽ

で
=り

監事 カワプリ(クドウ)川励
川尻(工藤)邊

R7年4月 1日 ～
R7年 5月 25日

年 月 日

～年 月 日

15
ノ
~ヽ

畷里り監事
フシ・カワケイコ

藤川 息子
R7年 5月 25日 ～
R8年 3月 31日

年 月 日

～年 月 日

16
〆
~ヽ

QI=ノ
監事 ′ヽヤシ(タカセ)ヒロコ

林(高瀬)弘子

R7年 5月 25日 ～
R8」年3月 31日

年 月 日

～年 月 日

17
〇
監事

スス・キリユカ

鈴木 りゆか
R7年 5月 25日 ～
R8年 3月 31日

年

～年

月  日
月  日

18 〇
監事

ヨネミツ(コタ
°
マ)エ

米光(児玉)息美

R7年4月 1日 ～
四年5月 25日

年 月 日

～年 月 日

19
/ヽ

照里り監事
カワムラシ・ュンコ

川村 純子
R7年 5月 25日 ～
R81年・3月 31日

年

～年

月

月

日

日

20
ノ
~ヽ

疑里り監事
ヒラタミホ

平田美織

R7年 4月 1日 ～
略年3月 31日

年 月 日

～年 月 日

21
ノ
~ヽ

疑
=り

監事 ハタノ ケイコ

波多野 電子
R7年 4月 1日 ～

R81年 3月 31日

年 月 日

～年 月 日

22
⌒

健
=り

監事 カワタ エイコ

河日 英子
R7年 4月 1日 ～

R8」隼3月 31日
年

～年

月  日
月  日

23
⌒

Qジ監事
ヒタ・カノリコ

日高 乃里子
R7年 5月 25日 ～
R81年・3月 31日

年 月 日

～年 月 日

24
ノ
~ヽ

疑
=り

監事 ナカニシ ヨウコ

中西 素子
R7年4月 1日 ～

R81年 3月 31日

年 月 日

～年 月 日

25
/~ヽ

健:=ノ監事
オカウチ スミ

国内 須美子

R7年 4月 1日 ～
R81年・3月 31日

年 月 日

～年 月 日

26 監事
キタカワ リツ

菊川 律子  

R7年4月 1日 ～
R8年 3月 31日

年

～年

月  日
月  日

27
⌒

QI=ノ
監事 ノク・チ  ミツ

野口 美津江
R7年4月 1日 ～
R7年 5月 25日

年 月 日

～年 月 日

28
ノ
~ヽ

理事。無堅ジ
フシ
・
タ ヒロ

藤田 ひろみ
R7年4月 1日 ～

R7年 5月 25日
年 月 日

～年 月 日

29
⌒理事・じ

ナカヤマ ユミ

中山 由美子
R7年4月 1日 ～
R7年 5月 25日

年

～年

月  日
月  日

30
/~ヽ
理事無望レl

タニオカ リ

谷岡 理香
R7年4月 1日 ～
R81年,3月 31日

年 月 日

～年 月 日

31 理事
ナトリ ハニ

名取 はにわ  
R7年 5月 25日 ～
R8年 3月 31日

年 月 日

～年 月 日

32
/~ヽ
理事で:ッ

タシロ サナ

田代 早首

R7年 5月 25日 ～
田年3月 31日

年 月 日
～年 月 日



書式第 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
令和  8年  3月  31日 現在

特定非営利活動法人 日本BPW連合会

氏   名

1 井上 敦子

2 上原 淳子

3 大倉 多美子

4 小泉 電子

Ｆ
Ｏ 澤田 順  

ハ
０ 寺岡 則子

7 藤川 員理子

8 松浦なつひ

9 宮川 房子

10 渡部 道子




